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記事を読んで思ったこと、 感じたことを書いてみよう--------------------------------------------------
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東
邦
ガ
ス
と
日
本
水
産
（
ニ
ッ

ス
イ、

東
京）

は
十一
月
か
ら、

低
温
の
液
化
天
然
ガ
ス
(
L
N

G)

を
気
化
さ
せ
る
際
に
出
る
冷

た
い
海
水
を
活
用
し、

愛
知
県
内

で
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
の
養
殖
実

験
を
始
め
た。

水
温
上
昇
に
弱
い

サ
ー
モ
ン
を
通
年
養
殖
で
き
る。

国
内
の
ガ
ス
会
社
で
は
初
の
取
り

組
み
で、

来
年
度
以
降
の
事
業
化

を
目
指
し
て
い
る。

海
外
の
L
N
G
受
け
入
れ
と
都

市
ガ
ス
製
造
を
担
つ
東
邦
ガ
ス
知

多
緑
浜
工
場（
愛
知
県
知
多
市）
で

実
験
を
し
て
い
る。

二
士
二
日、

報
道
関
係
者
に
養
殖
現
場
を
公
開

し
た。

現
在、

直
径
十
討
の
大
型

水
槽
を
二
つ
用
意
し、

稚
魚
三
千

二
百
匹
を
育
て
て
い
る。

開
始一

カ
月
ほ
ど
で
稚
魚
は
二
倍
の
四
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ほ
ど
に
成
長
し
て
い
た。

天
然
ガ
ス
は
マ
イ
ナ
ス
一
1ハ
ニ

度
に
冷
や
し
て
液
体
と
し、

海
外一

か
ら
輸
入
す
る。

都
市
ガ
ス
と
し

て
供
給
す
る
に
は
L
N
G
が
通
る

配
管
に
海
水
を
当
て、

気
体
に
戻

す。

同
社
は
こ
の
工
程
で
海
水
が

ニ
ー
四
度
下
が
る
こ
と
に
着
目。

一
般
的
に
水
温
が
二
0
度
を
超
え

る
と
成
育
が
難
し
い
サ
ー
モ
ン
を一

夏
場
も
育
て
ら
れ
る
と
考
え
た。

未
利
用
だ
っ
た
低
温
の
海
水
を

活
用
す
る
こ
と
で、

水
温
を
管
理

す
る
設
備
や
運
用
の
コ
ス
ト
を
低

く
抑
え
ら
れ
る
と
見
込
む。
ニ
ッ

ス
イ
の
知
見
を
借
り、

来
夏
ま
で

密
集
し
た
環
境
で
養
殖
し
た
際
の

成
育
へ
の
影
響
な
ど
を
観
察
し
て

、
V
。

サ
ー
モ
ン
は
国
内
外
で
人
気

で、

実
験
に
取
り
組
む
東
邦
ガ
ス

事
業
開
発
第
ニ
グ
ル
ー
プ
次
長
の

嶋
野
純
さ
ん
は
「
夏
場
に
出
回
る

サ
ー
モ
ン
は
冷
凍
が
ほ
と
ん
ど。

養
殖
で
夏
場
も
新
鮮
な
サ
ー
モ
ン

が
提
供
で
き
れ
ば、

強
み
に
な

る」
と
話
し
た。

（
酒
井
博
章）

養
殖し

て
い

る
サ ー

モ
ン
を

見せ

る

東邦
ガス
の社員

。
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よほど

ま

で
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る
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愛
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多市で

し＼ み

こ と ば コ思？、
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匂イじ 和 1 本炉L'i う l ょつしたりら り とうした
リするごと

/
 
こ 父 より

たいへん だいはつけん

□ 大変よくできました □ 大発見だね
しら わたし おも

・ □ よく調べたね 口私もそう思う
毎疇心y‘ るものも、たくさんの人の工夫ガ
おいし＜叡

｀
ら払i]。：四机 ， ＂‘3占ぅrJ争に

きょうれ和 t いわレJ し¥う。

＊ヒント＊
●いつのこと？
●とこでおきたこと？

ほか

●他には？
え す か

●絵や函を書いて
みてもいいよ
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